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（１）開催概要 
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第３回 中部ブロック評議会 

開催日時 平成２９年２月１７日（金） １４：００～１７：００ 

開催場所 ＪＰタワー名古屋３階カンファレンスルーム 

議事内容 

１．開催支部挨拶・・・・愛知支部広瀬支部長 

２．健康経営・健康宣言事業に関する意見交換・・・・中部経済産業局ヘルスケア産業青

山室長 

３. 協会けんぽ本部からの情勢報告と質疑応答・・・・藤井理事  

出席支部 
及び 
出席者数 

富山 石川 福井 静岡 岐阜 愛知 三重 合計 

学識経験者 ２ １ １ １ ２ １ ８ 

事業主 １ １ ２ 

被保険者 １ １ ２ １ １ １ ７ 

合計 ３ ２ ２ ２ ３ ３ ２ １７ 

三重支部 
出席委員 

被保険者代表 伊藤委員  
学識経験者   山口委員  



（２）ブロック評議会の様子 
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（３）健康経営・健康宣言事業に関する主な意見 
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三重 
・健康寿命の延伸は保険者だけではなく、地域の市町、県にとっても大きな課題で
あり、総合的に取り組ことが必要で、それぞれがいろんな角度で取り組むと混乱が
起きるのでないかと危惧する。  

愛知 

・健康経営は相当なリクルート効果があると思っている。人材確保がスムーズに進
んでいるところは広い意味での健康経営ができている。 
・健康産業の活性化が目的の一つでもあるということだが、最近の新規上場企業１
６社のうちヘルスケア産業は１社のみ。市場の評価は厳しいのが現実だ。 
・公的保険外サービスの話があったが、国民皆保険制度を揺るがすことがないよう
バランスをとる必要がある。  

静岡 ・介護施設はどこも人手不足。入居待ちの人が大勢おり、なんらかの対策が必要。 

富山 
 ・「経済産業省と厚労省がタッグを組んで」という話があったが、縦割りではなく複数
の行政がまたがって取り組むことは非常に重要。ただ、厚生労働省にしても旧労働
省と旧厚生省が１枚岩になっているか疑問がある。 

石川 
・健康経営は非常に大事なことだと思うが、サプライチェーンを担っている立場でい
うと、会社やお客様に負担がかかる結果になるのではないかと思う。なにかを犠牲
にせずにうまくいくように国の方で知恵を出してもらいたい。  

福井 
・厚生省と労働省の問題がある。事業者データが取れないのが現実。制度整備がで
きれば細々したことに囚われずに済む。 
・事業者健診データの取得は大変むずかしい。もう少し法的強制力が必要。 



（４）協会けんぽ本部からの情勢報告と質疑応答 
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①保険料率について 

石川 
・保険料率の設定については、保険者の努力では防ぎようがない要因によって引き
上げになる可能性があり、算出方法に疑問を感じる。 

愛知 

・協会けんぽに自助努力すべき、社会的責任を果たすべき上場した大企業が加入し
ている。また、グループ会社で社員の平均年齢の高い子会社を組合健保から外して
協会けんぽに加入している例もある。協会けんぽは国庫補助をもらっており、自助努
力できる企業は自助努力しましょうといったメッセージを出すことも必要ではないか。 

岐阜 
・高額医薬品を全額自己負担にし、保険ではなく税金の控除などで対応するといった
方法もあるのではないか。  

②インセンティブ制度について 

福井 
・インセンティブ制度の導入により、現在の医療費を保険料率に反映するという考え
方が、加入者から見えにくくなるのではないか。  

富山 
・指標については、悪い方を捉えるのではなく健診結果が良かった率を評価するなど、
健康度の高いのを評価する方がよいと思う。  

静岡 
・ジェネリック医薬品の使用割合は全支部同じような取り組みをしており、あとは医師
が処方するかどうかの問題。他力本願のような状況ではないか。 

愛知 
・都道府県単位での実施では機能するか疑問。単位が大きすぎて一緒にがんばろう
とはならず、名目だけで終わる可能性がある。  



（５） 
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中部ブロック会議 

実施      年２回開催 （６月頃、１１月頃） 

平成２９年度幹事支部  ６月   三重   １１月  富山 

中部ブロック会議・評議会（開催予定時期） 

中部ブロック評議会 

実施 年１回開催（2月頃） 

幹事支部 ２９年度   静岡    ３０年度 三重 

場所 ＪＰタワー名古屋 


